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IT 部門 企画・調達支援サービス
今や企業において ITはビジネス遂行上必要不可欠な要素となっています。そして今後企業の IT部門は、さらなる
ビジネス拡大を目的とした「攻めの IT」と、既存 ITの最適化を目的とした「守りの IT」の 2つの観点で、ビジネス
に貢献することが求められています。そのためには、企業の課題を ITによって解決する「企画力」および立案
した企画を確実に実現する「調達力」が重要になります。
アビームコンサルティングは、日々収集している最新の IT知識をもとに、施策の効果や実現性および限られた
リソース状況を加味した具体的な IT化実行計画を策定し、調達までを支援いたします。
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経営・業務部門の要求をITで実現できない 要求／問題
の把握

ITの提供

市場の把握

ソリューション
選定

経営・業務部門の要求の優先付けができない

IT投資効果の説明ができず、案件着手できない

期待した投資効果が出ない／効果を測定できない

ベンダー提案の妥当性が評価できない
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・情報の整理
・優先度付け

・構想策定
・実行計画作成

・最新情勢調査
・期待効果測定

・ITの導入
・効果測定

・ソリューション決定
・ベンダー契約

具現化

企画 調達
Step 2Step 1

企画 調達
Step 2Step 1

最適なソリューション選定実行計画の策定 投資に対するフィードバック

一般的な「定量評価」とユーザの「利便
性確認」により、企業に最適なソリュー
ションを選定

企画導入後に実際の効果と期待効果
を比較し、将来を見越したフィード
バックを実施

さまざまな業界での豊富な経験をもとに、 経営、業務部門からのあらゆる要求を
４つのIT施策タイプに区分し、 施策の効果・実現性・限られたリソース状況を加味
した、具体的な IT化実行計画を策定
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リソース
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IT部門に求められるもの

サービス概要

企業の IT部門は、経営・業務部門からの要求を含め、ビジネスに貢献していくために解決すべき課題を多く抱えています。
今後は、「企画力」および企画を具現化する「調達力」によって、ITを活用して課題を解決することが求められます。

アビームコンサルティングの IT部門企画・調達サービスは、企画と調達の 2ステップで実施します。
企業にとってビジネス貢献度の高い IT施策を明確にした上で、その施策を実現する実行計画の策定および最適なソリューション
の調達を行います。
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Step 1 : 企画

Step 2 : 調達

経営、業務部門からのさまざまな要求に対し、重要度／期待効果／概算見積／フィージビリティなどを整理し、具体的に実施する
IT企画を決定します。また、決定した企画に関して実現性のある IT化実行計画を策定し、施策の具現化を推進します。

企画で作成した実行計画に則り、市場から最適なソリューション（製品・ベンダー）を選定します。
過去の事例を最大限活用し、必要項目を漏れなく記載した提案依頼書を作成し、市場から有益な提案を引き出します。
適切な提案評価を実施するため、企業の特徴を踏まえた選定基準を定義するとともに、ユーザの利便性確認を実施し、最適な
ソリューションを選定します。
また、調達実施後に各施策の効果を測定し、さらなる改善の検討を行うことで、中長期的に企業のビジネスに貢献します。

評価項目 評価基準 評価結果

平均的にシステム要件を満たしているパッケージではある
が、上位のパッケージに比べ若干それぞれの評価分類でポ
イントが低い。
将来的に必要と予測される機能も含みシステム機能を網羅
できると判断可能であれば、検討する価値はあると考えら
れる。

機能、導入実績、他、トータル的にシステム要件を満たし
た優れたパッケージと評価できる。
当製品は、Y-1（大規模向け）とY-2（中小規模向け）の2
種類の製品があるが、どちらの製品が良いか、コスト面を
含めた上でさらなる詳細な検討が必要である。

機能、導入実績面では、ある程度網羅性はあるが、導入
面、システム連携が弱い。かつ、現段階では、会計、人事と
分かれたシステムとなっているため、マスタ管理等に難点が
ある。

機能、導入実績、他、トータル的にシステム要件を満たし
た優れたパッケージと評価できる。
ただし、導入面が少し弱く、価格面で国産パッケージより
も高くなる傾向があるので、機能の詳細検討を含み、確
認していく必要がある。

重み付
　(4段階)

配点
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1. 業務機能の充足性 4 14 3 8
管理会計の機能の充足性に関して、若干弱いが、財務会
計、人事管理に関しては網羅性が高い。 4 11

機能要件の充足性は、網羅的に非常に高いと評価でき
る。 3 8

管理会計の機能の充足性に関して、若干弱いが、財務会
計、人事管理に関しては網羅性が高い。 5 14

グローバルの要件も取り込んだ非常に多くの機能を保有
するパッケージである。

2. インフラ構成の最適性 1 3 5 3
本システムの機能・性能要求を満たす最適なインフラ構成
になっている。 3 2

本システムの機能・性能要求に対して、サーバースペック
がやや過剰のように見受けられる。
ネットワーク構成においては適切な内容と言える。

2 1
本システムの機能・性能要求に対して、サーバー、ネット
ワーク共にやや過剰な内容になっている。 2 1

本システムの機能・性能要求に対して、サーバー、ネット
ワーク共にやや過剰な内容になっている。

3. 品質・性能保証/セキュ
リティ対策

4 14 3 8
品質・性能保証の計画は問題ないが、セキュリティ対策に
ついは内容が薄く判断し兼ねる。 5 14

品質・性能保証、セキュリティ対策共に、要求事項を満た
す計画が提案されている。 2 6

品質・性能保証については、パッケージスペック的にやや課
題となりうる。セキュリティ対策は問題なし。 5 14

品質・性能保証、セキュリティ対策共に、要求事項を満た
す計画が提案されている。

4. 導入プロセス 2 7 3 4
マネジメント手法が確立され、明確な方針がある。
但し、教育・移行部分のアプローチについてはもう少し詳細
な確認が必要である。

5 7
マネジメント、各プロセスともに確立されており、ＰＭにおい
ての実機も今回のプロジェクトとの親和性が高い。 1 1

マネジメント、各プロセスともに手法が確立されておらず、Ｐ
Ｍの十機器においても親和性が低い。プレゼンの質疑応答
も不明確な部分が多かった。

3 4
マネジメント手法が確立され、明確な方針がある。
但し、教育・移行部分のアプローチについてはもう少し詳
細な確認が必要である。

5 保守・運用性 3 10 5 10
基本的に導入面の充実度は高いものの、システム拡張性
に関して上位パッケージに劣る。 4 8

追加開発の容易性、システム規模の拡張性、等導入面に
関して非常に高いレベルのパッケージと評価できる。 4 8

全体的に導入面において、保有している機能が劣る。特に、
ユーザーの操作性に関する機能が乏しい。 4 8

基本的に導入面の充実度はある程度高いものの、追加
開発の容易性、Web対応で上位パッケージに劣る。

6. ベンダー特性 2 7 3 4

ベンダーの企業の収益性が高く、パッケージへのサポート
体制とも問題のないベンダーであると評価できる。
【帝国DB評点：81】 4 6

若干、最近の企業収益悪化の影響で収益性評価が低い
ものの、パッケージへのサポート体制に関しては問題のな
いベンダーであると評価できる。
【帝国DB評点：69】

4 6

ベンダー企業の安定した収益をあげており、パッケージへの
サポート体制とも問題のないベンダーであると評価できる。
【帝国DB評点：83】 4 6

ベンダーの企業の安定した収益をあげており、パッケージ
へのサポート体制とも問題のないベンダーであると評価
できる。
【帝国DB評点：66】

7. パッケージ特性 2 7 5 7
導入実績企業、業種共に問題なし。パッケージベンダー的
にも力を入れているパッケージである為、将来性も問題なし 5 7

導入実績企業、業種共に問題なし。パッケージベンダー
的にも力を入れているパッケージである為、将来性も問題
なし

4 6
導入実績企業が当社より規模が小さいところが多いが、業
種においては同等である。パッケージベンダー的にも力を入
れているパッケージである為、将来性も問題なし

5 7
導入実績企業、業種共に問題なし。パッケージベンダー
的にも力を入れているパッケージである為、将来性も問
題なし

8. コスト 4 14 3 8
開発費用は上限とほぼ同等金額であが、保守費用は下
回っている。 5 14

開発費用、保守費用共に上限を大幅に下回ったコストで
ある。 3 8

開発費用は上限より下回っているが、保守費用は上限とほ
ぼ同等金額である。 2 6

開発費用、保守費用共にコストは上限をやや上回ってい
る。

9. 本番稼動タイミング 3 10 3 6
2016年1月本番稼動目標とする。

4 8
2015年10月本番稼動目標とする。

2 4
2016年5月本番稼動目標とする。

4 8
2015年10月本番稼動目標とする。

10. 実機確認による操作性 4 14 3 8
業務部門は使い勝手が良いと評価が高かったが、IT部門は
使いにくいとの意見もあった。 4 11

業務部門、IT部門共に使い勝手が良いと評価が高かっ
た。 4 11

業務部門、IT部門共に使い勝手が良いと評価が高かった。

4 11
業務部門、IT部門共に使い勝手が良いと評価が高かっ
た。
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提案依頼（RFP） ソリューション決定

企業の特徴を意識した上で、　　
アビームコンサルティングの過去
事例を活用し、ソリューションを
選定する評価基準・項目を定義

定義した選定基準・項目を網羅した
提案依頼書を作成

ベンダーからの提案書を定義した
選定基準・項目に則り評価し、
企業の目的を満たすソリューション
を選定

各ソリューションに対し企業内
で利便性を確認後、最適な　　
ソリューションを選定

概要

成果物
イメージ

フィードバック

プロジェクト完遂後、期待効果と
同様の手法で実際の効果を測定

期待効果と実際の効果を比較し、
投資結果の明確化に加え、さらに
企業に貢献する施策の検討・提案

選定基準定義書 提案評価シート フィードバックシート

1. プロジェクトのゴール
1.プロジェクトの目的
2.達成目標・期待効果

2. プロジェクト概要
3. プロジェクトスコープ
4.概要スケジュール

5. プロジェクト予算
6.要員計画
7.調達計画
8.品質管理計画
9.推進体制
10.リスク分析
11.推進方針

プロジェクト実行計画書施策概要 詳細情報

企画の詳細化（RFIを含む） IT企画の決定

実施するIT企画を決定するにあたって
必要な詳細情報を、アビームコンサル
ティングの過去事例などを活用して
整理

企画を詳細化する上で情報が不足して
いる場合は、技術実現性／市場価格
調査を目的にRFIを実施

詳細化した情報をもとに、企業に
とって最も有効なIT企画を決定

IT企画は、実施優先度と期待効果
によりポートフォリオに整理し、
評価

概要

成果物
イメージ

IT化実行計画の策定

最も有効と考えるIT企画に対し、
アビームコンサルティングの過去
事例などを活用し、実現性のある
実行計画書を作成

本実行計画は調達でソリューション
を決定するにあたり、更新

IT施策の検討 IT化実行計画IT企画一覧
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